
 

こどもの足や腕の骨の端には、すき間があります。

これを骨端線と呼びます。

思春期の後半になると、骨は成熟が完了しておと

なの骨になり、骨端線は見えなくなります（骨端線

の閉鎖）。

そして身長の伸びも止まります。

骨端線の状態から、骨の成長段階を知ることができ

ます。

図：骨端線

※骨端線で軟骨の細胞が増殖することで骨が成長します

チェックポイント①　骨端線（こったんせん）チェックポイント①　骨端線（こったんせん）

手首のすぐ上（手根部）には、手根骨という小さな骨がいくつか集まっています。

1歳では、手根骨は2個くらいですが、10歳くらいで7個に増え、大人になると8個になり、

それぞれの骨が大きくしっかりします。手根骨の状態を調べ、骨の成長段階を判断することもできます。

チェックポイント②　手根骨（しゅこんこつ）チェックポイント②　手根骨（しゅこんこつ）

手の骨は、年齢によって成長の度合いがほぼ決まっているため、手の骨の形や数を調べることで、

全身の骨の成長段階を知ることができます。

実年齢と骨年齢を比べることで、骨の成長が遅いか早いかを判断できます。

こったんせん

　　　　　

しゅこんぶ

　　　　　

しゅこんこつ

　　　　　

【目的】骨の成長の段階（骨年齢）を調べる検査です。

【方法】左手のてのひらを広げて、Ｘ線で撮影します。痛みはありません。

図：標準的な骨の成熟

「日本人標準骨成熟アトラス」より作図
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２．手のＸ線撮影
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